
市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

1 市長公室 広報課
大学と連携した
広報活動

効果的に情報発信
を行うため、大学
と連携した情報発
信や手法の検討を
実施するもの

H30

・大学と連携しPR動
画を制作し、その様
子をテレビ広報番組
で紹介
・大学教授による職
員を対象とした動画
研修の開催
・ホームページやSNS
に関する学生との意
見交換会の実施

専門的知見を得る
ことで効果的な広
報につなげること
ができた。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
014/01
3/001/
009/01
0/p084
260.html

動画研修や意見交換
会などを継続して開
催するなど、情報発
信力の向上に向けて
連携を図っていく。

○

2 市長公室 広聴課
タウンミーティ
ング参加者の募
集

各区に市長が訪問
し、公募による参
加者とテーマに
沿って意見交換を
行うタウンミー
ティングについ
て、参加者を募集
する。

H24
参加者募集のための
周知を依頼。

計８名の学生に参
加いただき、様々
な意見を聴取する
ことができた。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
003/00
2/002/i
ndex.html

引き続き周知の協力
を依頼する予定。

○ ○ ○ ○ ○

3 市長公室
シティセー
ルス推進課

市誕生20周年事
業

市誕生20周年の祝
祭を市民参加・協
働で実施するもの

R3

大学と連携しPR動画
を制作し、その様子
をテレビ広報番組で
紹介するとともに、
市公式Youtubeをはじ
め市内公共施設等で
放映する

市の魅力を若年層
の視点から工夫し
て訴求することが
できた

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
014/01
3/001/
009/01
0/p084
260.html

本市への定住意向を
形成するには若年層
への市の魅力発信が
重要となることか
ら、引き続き学生の
意見や大学の知見を
活用して連携を継続
していく

○

4
都市戦略
本部

都市経営戦
略部

総合振興計画オ
ンラインシンポ
ジウム開催業務

学識経験者等の議
論から21世紀半ば
を見据えて本市が
目指す将来像等を
明らかにするシン
ポジウムを開催す
る。

R3

総合振興計画オンラ
インシンポジウム開
催周知のためのチラ
シを配架。

総合振興計画オン
ラインシンポジウ
ムの開催について
周知を図ることが
できた。

-
令和３年度のみの事
業であるため、今後
の予定なし。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
都市戦略
本部

都市経営戦
略部

総合振興計画広
報用パンフレッ
ト等作成業務

令和３年度からス
タートする新たな
総合振興計画を周
知、広報するた
め、パンフレット
及びポスターを作
成する。

R3
総合振興計画広報用
パンフレット及びポ
スターを配架。

新たな総合振興計
画について周知を
図ることができ
た。

-
令和３年度のみの事
業であるため、今後
の予定なし。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

6
都市戦略
本部

都市経営戦
略部

さいたま市民の
日制定に係る市
民への周知

令和３年度に制定
したさいたま市民
の日を広く周知す
ることを目的に、
市内公共施設及び
市立学校等の教育
施設において、ポ
スターの掲示を実
施する。

R3
さいたま市民の日周
知用ポスターを配
架。

さいたま市民の日
について周知を図
ることができた。

- 継続して実施予定。 ○ ○ ○ ○

7
都市戦略
本部

行財政改革
推進部

市と大学による
座談会

市と大学及び大学
間の交流を促進
し、相互の連携強
化と発展に資する
ことを目的とし
て、大学コンソー
シアムさいたま加
盟大学の代表者と
市長との座談会を
実施

H21

「lCTを活用した教
育」と「食品ロスに
関係した提案」を議
題とし、それぞれ意
見交換を行った。

lCTに関しては、学
生との授業に関し
て積極的にオンラ
インを導入してい
る大学から、運営
して得た知見等も
あり、今後市とし
ても進めていく際
の参考となった。
食品ロスに関して
は、SDGsとも関連
し、さいたま市も
総合振興計画上も
重要視している視
点であり、今後も
連携し様々な課題
解決に向けて取り
組んでいきたい

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
007/00
2/012/
002/00
2/p012
202.html

継続して実施予定。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8
都市戦略
本部

行財政改革
推進部

第10回学生政策
提案フォーラム
inさいたまの共
催

さいたま市内及び
近隣に所在する12
大学で構成する
「大学コンソーシ
アムさいたま」
に加盟する大学の
学生が、本市の発
展に寄与する政策
や事業について自
ら企画・提案す
るフォーラムを開
催

H23

令和３年11月７日に
開催
5大学11グループから
申し込みがあり、そ
れぞれ発表を行っ
た。

発表テーマの研究
を通じ、地域が抱
える課題を解決す
る能力の向上を図
るとともに、地域
社会への愛着と関
心を深めることが
できた。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
007/00
2/012/
002/00
3/p084
940.html

継続して実施予定。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9
都市戦略
本部

行財政改革
推進部

大学による地域
の課題解決・活
性化支援事業

大学コンソーシア
ムさいたま加盟大
学の知や活力によ
る地域の活性化や
課題解決につなが
る事業を支援する
ことにより、大学
の実践的な教育・
研究機会の確保、
人材育成等を図る
とともに、地域の
活性化等を図るこ
とを目的とする。

H27
３大学・３件の申請
があり、３件を交付
決定した。

大学の実践的な教
育・研究機会の確
保、人材育成等を
図るとともに、地
域の活性化等を図
ることができた。

-

引き続き、大学の知
や活力による地域の
活性化や課題解決に
つながる事業を支援
していく。

○ ○ ○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

10
都市戦略
本部

行財政改革
推進部

公共政策学科
フィールドワー
ク

公共政策学科のカ
リキュラムの一環
として実施される
フィールドワーク
に協力することに
より、本市につい
て研究してもら
い、その結果を市
の課題解決につな
げる。

R2

令和３年度の公共政
策学科フィールド
ワークに協力すると
ともに学生向けに講
義を行った。（行財
政改革推進部・男女
共同参画推進セン
ターからそれぞれ1コ
マ実施）

フィールドワーク
を通じて市の課題
解決への気づきが
得られたのと、新
たな大学との関係
を構築でき、今後
の連携手法のヒン
トを得られた。

- 未定 〇
大正大
学

11
都市戦略
本部

行財政改革
推進部

大学コンソーシ
アムさいたま加
盟大学が実施す
る公開講座の市
民への周知

大学コンソーシア
ムさいたま加盟大
学が実施する公開
講座を市報や市
ホームページで周
知する。

H24

大学コンソーシアム
さいたま加盟大学が
実施する公開講座を
市報やホームページ
に掲載した。

大学の専門的知見
を地域社会に提供
することにより、
知の拠点機能を推
進することができ
た。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
007/00
2/012/
002/00
4/index.
html

継続して実施する。 ○ ○ ○ ○ ○

12
都市戦略
本部

未来都市推
進部

スマートシティ
さいたまモデル
推進事業（地域
コミュニティ醸
成）

美園地区をさいた
ま市の理想都市の
縮図として、コ
ミュニティ形成を
促進する取組みを
推進する。

R3

大学院授業（システ
ム工学特別演習、ク
ロスイノベーション
プロジェクト）にお
いて、美園地区の子
育て世代を中心とし
たコミュニティ形成
等に関する提案を受
けた。

演習に参加した学
生からの提案が、
コミュニティ形成
に関する取組への
参考となった。ま
た、学生が企画に
参加した子育て交
流イベントが開催
されたことによ
り、新規の参加者
が生まれ、コミュ
ニティの活性化に
つながった。

※子育
て交流
イベン
トの開
催前ま
で市HP
に記事
を掲載
した

未定 ○

13 総務局 防災課 避難所運営訓練

災害対策基本法に
基づく本市の指定
避難所に指定され
ている施設におい
て、災害が発生し
た場合の避難所の
円滑な開設及び運
営を図ることなど
を目的とした訓練
を実施する。

R2

各区役所総務課の主
催のもと、各施設に
おいて避難所運営訓
練を実施した。
＜実施状況＞
埼玉大学：9/25
埼玉大学教育学部附
属小学校：11/27
埼玉大学教育学部附
属中学校：11/13

自治会、施設管理
者、市職員などで
構成される避難所
運営委員会を中心
として、災害時に
おける避難所の開
設・運営を想定し
た訓練や、施設利
用協議などの活動
を行うことで、地
域コミュニティの
連携強化や防災意
識の醸成など、地
域防災力の充実強
化を図ることがで
きた。

-

いかなる状況下でも
円滑に避難所の開設
運営を行うために
は、防災訓練を継続
的に実施することが
重要であるため、各
避難所で明らかと
なった課題を踏ま
え、訓練内容の見直
しや拡充などの改善
を図りながら、今後
も継続的に訓練を実
施する予定。

○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

14
市民局・
市民生活
部

人権政策・
男女共同参
画課

デートDV防止出
前講座

若年層へのデート
DVに関する正しい
理解を深め、DVの
加害者・被害者に
ならないための意
識啓発を行い、ど
うしたら暴力のな
い社会をつくるこ
とができるのか考
える機会とする講
座を実施する。

H23

動画のオンデマンド
配信によるオンライ
ン出前講座を実施し
た。（参加者数1,427
名）

若年層への啓発は
重要とされてい
る。
大学との連携によ
り、学生のデート
DV防止への理解が
深まった。

-
令和４年度も、オン
ラインにより実施予
定。

○

15
市民局・
市民生活
部

人権政策・
男女共同参
画課

なんでもジェン
ダー平等出前講
座

多様な人が共に暮
らす社会で、その
一員として自分も
他者も尊重して生
きるための基礎知
識と考え方を学ぶ
ため、「ジェン
ダー平等」に関す
る様々なテーマに
ついて、取り上げ
る講座を実施す
る。

R3

埼玉県立大学保健医
療福祉学部学生の実
習として、「なんで
もジェンダー平等出
前」を実施した。
（ZOOMを用いたオン
ライン講座）

若年層への啓発は
重要とされてい
る。
大学との連携によ
り、男女共同参画
推進に関する学生
の理解が深まっ
た。

-
令和４年度も、オン
ラインにより実施予
定。

○

16
スポーツ
文化局

スポーツ政
策室

スポーツシュー
レ事業

持続可能なスポー
ツシューレの実現
に向け、民間力を
最大限に活用した
ネットワーク型の
スポーツシューレ
事業を展開。

R1

「さいたま市版SOlP」
への主体的な関与に
ついて検討いただく
ため、ヒアリング調
査を実施した。

今後具体的にどう
いったところから
連携が可能か意見
交換を行った。ま
た大学内における
検討組織の立ち上
げについて検討い
ただいた。

-

大学内検討組織と連
携しながら、大学施
設や学生、研究結果
等を活用した実証や
研究、マーケティン
グ等の実施に向け、
調整していく。

○

17
スポーツ
文化局

オリンピッ
ク・パラリ
ンピック部

東京２０２０大
会ボランティア
推進事業

市内の既存の関係
団体で構成するボ
ランティア連絡協
議会を通じて、本
市の所掌するボラ
ンティアの準備を
進めるとともに、
市民の大会時のボ
ランティア参画に
対する関心や意欲
の向上を図る。

H29

大学コンソーシアム
さいたまの幹事大学
に委員として参画し
ていただいた。

大会時のボラン
ティア活動の内容
やレガシー化につ
いて、大学コン
ソーシアムとして
の視点で確認をい
ただけた。
・大学コンソーシ
アム内での東京２
０２０大会時のボ
ランティア情報の
共有につながっ
た。

- - ○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

18
保健福祉
局

健康増進課
さいたま健幸
ネットワーク

従業員の健康づく
りについて組織
的・戦略的に取り
組む「健康経営」
について、取り組
む意思のある企
業・団体を集め、
セミナー、取組に
関する情報共有、
情報交換等を通じ
て健康経営を推進
するもの。

H29

校内における「ス
マートウエルネスさ
いたまＮＥＷＳ」の
周知啓発。

本市の健康づくり
事業について、行
政の声の届きにく
い学生たちにも周
知啓発ができた。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
007/00
2/026/
002/20
180322.
html

引き続きセミナーで
の連携や周知啓発を
行うとともに、その
他産学連携を目指し
ていく予定。

○ ○

19
保健福祉
局

健康増進課
九都県市受動喫
煙防止対策共同
キャンペーン

九都県市で、受動
喫煙による健康へ
の悪影響に関する
正しい知識や、公
共的施設における
受動喫煙防止の適
切な取組を推進す
るため、共同で
キャンペーンを実
施している。

H30

大学生に一定数喫煙
者がいることから、
学内での啓発ポス
ター掲示を依頼し
た。

大学生等に受動喫
煙への意識啓発を
図ることができ
た。

例年9月
～11月
のキャ
ンペー
ン期間
のみHP
に記事
を掲載

継続して実施する予
定。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20
保健福祉
局

障害者更生
相談セン
ター

高次脳機能障害
当事者グループ
「はじめの一
歩」

成人期の高次脳機
能障害の当事者
が、自分の強みと
弱みを理解し、社
会参加に向けた第
一歩となることを
目的に、当事者グ
ループを月に2回の
頻度で全8回を1
クールとして、2
クール実施してい
る。

H28

作業療法学科の准教
授に参加いただき、
グループ運営や個別
ケースへの対応につ
いて助言をいただい
た。また、同大学の
学生にボランティア
として１回参加いた
だき、高次脳機能障
害への理解を深めて
もらった。

高次脳機能障害の
ケースへの個別対
応やグループ運営
について、有益な
助言が得られ、進
行方法や事業内容
の改善につながっ
た。

-
継続して実施する予
定。

○

21
保健福祉
局

新型コロナ
ウイルスワ
クチン対策
室

新型コロナウイ
ルスワクチン集
団接種会場の提
供

新型コロナウイル
スワクチン接種の
ため、大学施設を
集団接種会場とし
て利用するもの。

R3
大学の施設を集団接
種会場として利用し
た。

大学の施設を集団
接種会場として活
用することによ
り、ワクチン接種
を円滑に進めるこ
とができた。

- 未定 ○

22 環境局
環境創造政
策課

産官学連携によ
る
ＳＤＧｓ教室

リコージャパン株
式会社埼玉支社及
び埼玉大学と連携
して、小学生を対
象にＳＤＧｓ環境
教育を実施する。

R3

11月25日に指扇北小
学校において、ＳＤ
Ｇｓ授業を実施し
た。

大学生から、教材
の内容や実施方法
等について、建設
的な意見があり、
授業がより小学生
に分かりやすい内
容となった。

-
継続して実施する予
定

○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

23 環境局 環境対策課

さいたま市内の
河川におけるマ
イクロプラス
チック調査研究

市内河川における
マイクロプラス
チックの実態を把
握するための調査
研究を、埼玉大学
及び市内分析事業
者４社と共同で実
施する。

R1
市内の3河川3地点で
調査を実施。

新しい分野の調査
であるが、すでに
調査の実績がある
埼玉大学の研究室
を中心に調査、分
析し、さらに、計
量分析業務を専門
に行っている分析
事業者の意見をも
らうことで、様々
な知見を得ること
ができる。

https://
www.city
.saitama.
jp/001/
009/01
4/p068
315.html

令和3年9月30日を
もって、共同研究を
終了した。

○

24 環境局
資源循環政
策課

給水スポットの
実証実験

学生にマイボトル
を使って市内の給
水スポットを利用
することで、給水
スポットの利便性
や普及への課題な
どを抽出し、解決
策を検討する。

R3
市内の大学2校で実証
実験を実施。

実証実験を通じ、
学生の環境意識に
変化が見られたほ
か、給水スポット
設置に関する効果
や課題を確認でき
た。

https://
www.city
.saitama.
jp/001/
006/01
0/004/
p08417
2.html

給水スポットの実証
実験に限らず、両校
とはごみの減量施策
において引き続き連
携を図っていきま
す。

○ ○

25 環境局
資源循環政
策課

チームEat All

事業系食品ロスの
削減に取り組む事
業者等を「チーム
Eat All 」参加事業
者として登録し、
その旨を宣言して
いただくことによ
り、市と参加事業
者が共同して食品
ロスの削減を一層
推進する。

R1

食品ロス削減啓発動
画を作成し、大学の
食品ロス削減への取
組みを発信した。

大学他、チームEat
All 参加事業者の取
組みを広く紹介
し、令和３年１２
月時点で約7,500回
視聴されている。

https://
www.city
.saitama.
jp/001/
006/01
2/001/
p06084
6.html

チームとしての連携
を継続的に実施して
いく。

○ ○

26 経済局 労働政策課
学内合同企業説
明会

埼玉大学におい
て、在学生向け
に、市内企業（さ
いたま市リーディ
ングエッジ企業）
による合同企業説
明会を、協力開催
により実施。

H24

令和4年3月1日から3
月5日にオンラインで
実施予定。
市は広報物作成
（リーディングエッ
ジ企業の認証マーク
の使用）について協
力。

求人意向のある市
内企業と学生との
マッチングを図
り、市内企業の技
術力確保と、新規
学卒者の市内就労
を促進する。

-
今後も年度内に１回
程度、継続実施予
定。

○

27 経済局
産業展開推
進課

さいたま市研究
開発人材高度化
タスクフォース
事業

企業と大学等研究
機関、さいたま市
産業創造財団の３
者共同研究実施に
より、企業・大学
間の人材高度化を
実現する。

H21

・ソーケンメディカ
ル×埼玉大学
・氷川工作所×日本
体育大学

企業の社内人材育
成、企業研究機関
間のパイプ構築、
学生のビジネスリ
テラシー向上、
キャリア開発に貢
献する。

https://
www.city
.saitama.
jp/005/
002/01
0/011/
p01337
0.html

引き続き産学連携推
進事業として実施す
る予定。

○ ○
日本体
育大学
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

28 経済局
産業展開推
進課

高度ものづくり
人材育成支援事
業

製品化支援のため
のプロトタイピン
グ（試作開発）を
実現する人材育成
プログラムを大学
の教員等によりカ
リキュラムを構築
し、大学の施設を
活用して市内企業
の技術者に実施す
る。

H26

セミナー形式及び実
践的実習形式を組み
合わせたカリキュラ
ムによる試作開発に
資するプログラムを
実施した。

大学の専門的人材
と装置・機器を活
用することで、高
度ものづくり人材
を育成し、さいた
ま市内等企業の国
際競争力を強化す
る。

-
引き続き産学連携推
進事業として実施す
る予定。

○ ○

29 経済局 観光国際課

東日本ウェブプ
ロモーションに
おける、東日本
連携都市プロ
モーション動画
制作

目白大学の学生に
よる、東日本連携
都市の観光資源を
PRするプロモー
ション動画の企画
及び制作

R3

令和4年3月　完成予
定
※完成次第、東日本
情報発信サイト「つ
なぐ旅～東日本～」
で掲載する等、配信
を行う予定

東日本連携事業の
取組みについて若
い世代に理解をし
ていただいた上
で、学生の柔軟な
発想により、地域
の魅力発信の手法
について互いに学
ぶことができた

https://
www.exp
eriencee
astjapan.
jp/

引き続き連携を深め
ながら、東日本地域
の情報発信にご協力
をいただきたいと考
えている

○

30 経済局 農業政策課 農学商連携事業
学生による農作業
体験（紅赤の栽
培）

H22
学生による農作業体
験。

本市発祥のさつま
いも（紅赤）のPR
および農業の価値
と魅力への理解が
進んだ。

-

苗の提供や紅赤のＰ
Ｒの連携を通じ、学
生による農作業体験
や紅赤を使用したメ
ニューの製造販売を
支援していく予定。

○

31 都市局 都市総務課
さいたま市ス
マートシティ推
進事業

公民学連携により
ビッグデータやAl、
loT 等の先進技術を
活用した事業に取
り組み、市民サー
ビスの向上と持続
可能なまちづくり
の実現を図る。

R2

・さいたま市スマー
トシティ推進コン
ソーシアムの会員
（令和２年度に入
会）として、大宮・
さいたま新都心プロ
ジェクト会議に参画
・シェア型マルチモ
ビリティの実証実験
等に関する技術的助
言

学識経験者にコン
ソーシアム会員と
して、専門的な視
点での助言や講評
を頂くことで、当
該事業を円滑に推
進し、市民サービ
スの向上に寄与し
た。

-

引き続きプロジェク
ト会議等への参加を
依頼し、スマートシ
ティの取組に関する
実証実験や結果検証
に関する助言を頂
く。

○ ○ ○
東京大
学

芝浦工業大学
はオブザー
バーとして参
画
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

32 都市局 都市総務課
復興イメージト
レーニング

大規模災害後の都
市復興を考えるこ
とで、災害に対す
る対応能力向上や
ノウハウの蓄積を
図るトレーニング
であり、防災都市
づくり計画におい
て「復興」の施策
として位置付けて
いる。
事業実施に際して
は、市民・事業
者・行政の３者が
協働で実施してい
る。

H25

トレーニング開発者
の芝浦工業大学の中
村仁先生にトレーニ
ング全体の監修や講
師を依頼するととも
に、トレーニングへ
の学生の参加を依頼
した。

- -

講師である芝浦工業
大学の中村仁先生と
連携を図りながら、
次年度以降のトレー
ニングの内容や展開
について検討する。

○

令和４年３月
１１日に開催
予定であった
が、新型コロ
ナウイルスの
影響で中止

33 都市局 都市総務課
都市局まちづく
り広報紙
korekaraの配布

さいたまの「ま
ち」の魅力をさま
ざまな切り口で紹
介し、「ともに考
え、動き、つく
る。まちのこれか
ら。」をキャッチ
フレーズに、まち
づくりの「本当の
おもしろさ」を感
じる情報を発信す
る。

R2
各大学宛て50部送付
し、学内周知を依頼
した。

学生を中心に本市
まちづくりに関す
る知見を高める契
機としていただく
とともに広報能力
の強化を見込む

https://
www.city
.saitama.
jp/001/
010/01
1/index.
html

未定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 都市局
自転車まち
づくり推進
課

シェア型マルチ
モビリティ等の
実証実験

新たな都市交通シ
ステムとしての
シェアサイクルの
普及について、民
間事業者と連携し
て実施することの
有効性、課題を検
証する。

R1

実証実験に産学官連
携として参画し、大
学敷地内にシェアサ
イクルポートを設置
するとともに、大学
院授業（システム工
学特別演習、クロス
イノベーションプロ
ジェクト）におい
て、シェアサイクル
に関する技術提案な
どを行った。

学校施設へのシェ
アサイクルポート
の設置に関する有
効性や課題などの
検証を行うための
環境を整えること
ができた。また、
学生による技術提
案を通して、シェ
アサイクルの利便
性向上への参考と
なった。

-

シェア型マルチモビ
リティ等の実証実験
として令和6年度末ま
で実証実験を実施す
るため、来年度も継
続する予定。

○

35 都市局
浦和東部ま
ちづくり事
務所

みその都市デザ
インスタジオ

美園地区を対象と
し、大学生・大学
院生が地域の課題
解決等に向け、都
市デザインの実践
的演習を行う。
また市民・企業・
大学・行政等のコ
ミュニケーション
機会の創出を通じ
て、まちづくりへ
の関心を高めるこ
とを目的とする。

H27

①2021春（芝浦工業
大学 ）
テーマ：『(仮称)美園
スタジアムタウンビ
ジョン2050』の理念
を実現する保留地活
用計画

②2021冬（埼玉大
学）
テーマ：美園の特性
を生かして《ウェル
ビーイング》を実現
する都市デザイン

市民・企業・大
学・行政等が同じ
テーブルで議論
し、固定概念に捉
われない学生の新
たな視点や考え方
を共有し、まちづ
くりに対する発想
の転換が図られ
る。

https://
www.mis
ono-
tm.org/u
dcmi/pro
jects/67
.html

今後も引き続き、美
園地区のまちづくり
に関する多様な議論
を繰り広げ、市民・
企業・大学・行政等
の関心を高めてい
く。

○ ○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

36 都市局
浦和東部ま
ちづくり事
務所

国土交通省ス
マートシティモ
デル事業

スマートシティ実
行計画の作成・推
進と実証実験

R2
計画内容や実証実験
内容へのアドバイス

大学の知見を取り
入れられる。

-
引き続き連携を図
る。

○

37 都市局
大宮駅東口
まちづくり
事務所

大宮駅周辺地域
戦略ビジョン推
進事業

産官学民のネット
ワーク構築を目的
として、アーバン
デザインセンター
大宮（UDCO）が各
団体等をつなぐプ
ラットフォームと
して機能し、まち
づくり活動の支
援、地域の情報収
集、意見交換を行
う。

H29

芝浦工業大学の鈴木
俊治研究室と共に、
おおみやストリート
テラスでの協働や、
大宮らしい景観づく
りのために意見交換
を行った。

大宮駅周辺地域の
まちづくりやUDCO
について学生の関
心を高めたと同時
に、海外事例や学
生提案など、固定
概念に捉われない
新たな視点を共有
した。

-

今後も大宮駅周辺地
域のまちづくりに関
する議論を行い、産
官学民連携のプラッ
トフォームである
UDCOの必要性を周知
していく。

○

38 桜区役所
くらし応援
室

「自転車安全利
用の日」キャン
ペーン

自転車を安全に利
用していただくこ
とを目的とした大
学構内での啓発品
の配布

不明
新型コロナウイルス
感染拡大防止のため
中止。

自転車に乗る機会
の多い大学生に、
自転車の正しい乗
り方について周知
する。

-
来年度以降も継続し
て実施する予定。

○

39 桜区役所
くらし応援
室

埼玉大学への交
通安全啓発品提
供

全国交通安全運動
（春・秋）と交通
事故防止運動
（夏・冬）に合わ
せた啓発品の提供

不明

啓発品を年３回提供
（９月、１２月、１
月、３月（予定）各
１００セット）

反射材の活用や正
しい交通ルールに
ついて改めて周知
することができ
た。

-
来年度以降も継続し
て実施する予定。

○

40 桜区役所 総務課
明るい選挙啓発
ポスター
「絵画教室」

夏休みの小学生を
対象とした「絵画
教室」を開催す
る。

H30

令和３年８月に開催
し、埼玉大学の学生
２名を講師に迎え、
参加者に実技指導を
行った。

美術の教員を目指
す学生にとって、
指導の経験を積む
ことができた。ま
た、若い世代（講
師、保護者、小学
生）へ向けた選挙
啓発、小学生の応
募作品の増加につ
ながった。

https://
www.city
.saitama.
jp/sakur
a/001/
002/00
6/p083
332.html

継続して実施する予
定。

○
区内公民館と
の連携事業
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

41 桜区役所
保健セン
ター

外国人留学生の
母子保健に関す
る連携

埼玉大学の外国人
留学生等が妊娠・
出産の相談で保健
センターを訪れる
ことが多いため、
大学の留学生相談
担当部署と情報交
換を行い、今後の
留学生等の妊産婦
支援に活かしてい
く。

R2

11月4日、国際室か
ら、留学生の入国・
帰国状況、留学生相
談室及び支援状況等
のヒアリングを実
施。保健センターか
ら外国人留学生等の
妊娠・出産に関する
支援の状況について
情報提供。併せて、
新型コロナウイルス
ワクチン等について
の情報提供及び学生
への勧奨を依頼。

国際室と保健セン
ターとで情報交換
を行うことで、今
後の留学生等の妊
産婦支援に活かせ
るものとなった。
対応困難な場合の
相談先として留学
生相談室と連携で
きる旨を確認。

-
継続して実施する予
定。

○

42 緑区役所
コミュニ
ティ課

区民フォーラム
みどり

緑区の広聴機能の
ひとつとして、意
見の交換を通じて
各々が新たな気づ
きを得るととも
に、それらの知見
を区の行政の参考
とすることを目的
に、意見交換及び
交流の場として区
民フォーラムみど
りを実施する。

R1
浦和大学の学生１名
が参加した。

若い世代と意見交
換することができ
た。

https://
www.city
.saitama.
jp/midori
/001/0
02/004
/p0857
41.html

継続して実施する予
定。

○

43 緑区役所
コミュニ
ティ課

緑区内見沼田ん
ぼ桜回廊のド
ローン撮影

令和4年度に制作す
る区のPR動画等に
活用するため、見
沼田んぼの桜回廊
をドローンで撮影
する。

R3

目白大学の学生に桜
回廊をドローンで撮
影してもらう。
（2月～3月に実施予
定）

大学の専門的な人
材と機器の活用に
よる効果的な広
報、及び、大学の
実践的な教育機会
の確保

-

具体的な方向性は未
定だが、区の情報発
信を強化するため、
引き続き連携してい
きたい。

○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

44
岩槻区役
所

コミュニ
ティ課

目白大学さいた
ま岩槻キャンパ
ス春学期講義
「地域社会で生
きる」

生活様式の都市
化、家族制度の変
革、個人の価値観
の多様化などを背
景に地域のつなが
りは薄れてきたと
いわれる。地域の
将来を考えるため
には、歴史と現状
を知り、生の声を
聞き、そこから見
えてくる課題と解
決のヒントを探る
必要がある、本講
座では、目白大学
さいたま岩槻キャ
ンパスがある岩槻
について様々な角
度から学ぶことを
通し、地域社会の
あり様について考
えること、地域の
一員としてのあり
方について理解を
深めることを目指
す。

H30

コロナ禍のため令和
３年度は令和２年度
に続き、Zoomを使用
しての講義収録（目
白大学さいたま岩槻
キャンパス櫻井講師
研究室）で対応。
収録日令和３年４月
１３日(火)

本講義を行うこと
により、区と大学
との信頼関係が醸
成出来たことか
ら、目白大学さい
たま岩槻キャンパ
スと岩槻区で平成
３０年５月１日会
則に基づく地域連
携推進会議を設置
した。大学と区と
の定期的な意見交
換や連携事業を検
討協議する組織と
した。会議を通じ
て区で実施する事
業への学生の参加
が得られ、少しず
つではあるが協働
を進めて行くこと
が出来た。

-
今後も継続して行
う。

○

45
岩槻区役
所

コミュニ
ティ課

岩槻タウンカ
フェ

岩槻区の魅力ある
まちづくりや課題
解決について、行
政に対する要望に
偏らない、地域が
自主的かつ主体的
に実践できるよう
なアイデアを出し
合う意見交換の場
として開催した。

R1

令和３年１１月２１
日(日)区役所会議室に
おいて目白大学、人
間総合科学大学、東
武医学技術専門学校
及び岩槻高等学校教
員と学生・生徒２０
名で「岩槻区の特色
と課題」をテーマに
意見交換を実施。

若い世代の岩槻区
への期待と要望が
多く出され今後の
岩槻区の行政運営
の参考となったほ
か、参加した学
生・生徒の皆さん
も岩槻区に対する
理解を深めること
が出来た。参加者
アンケート集計結
果では100％の満足
度が得られてい
る。

さいた
ま市／
岩槻区
イベン
トレ
ポート
（令和3
年11
月）
(city.sait
ama.jp)

岩槻タウンカフェは
参加者自らが公助に
頼らない自助や共助
のまちづくりのアイ
デアを出していただ
く広聴事業であり、
今後も若い世代を
ターゲットに開催し
ていきたい。

○ ○ ○
東武医学技術
専門学校
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

46
岩槻区役
所

コミュニ
ティ課

さいたま市誕生
２０周年記念
「フラワー
ウォール」事業

区民と行政が協働
して花で装飾した
モニュメント「フ
ラワーウォール」
を設置することに
より、協力いただ
く区民と協働で花
苗を育て、大きく
なった花苗を使っ
たウォールを多く
の方に見ていただ
き、さいたま市誕
生２０周年をＰＲ
するとともに、祝
祭感を共有するこ
とを目的として実
施した。

R3

公募による市民や市
民活動ネットワーク
登録団体のほかに目
白大学さいたま岩槻
キャンパス、人間総
合科学大学岩槻キャ
ンパス、岩槻高等学
校にも協力いただき
ビオラの花を短期間
ではあるが育成して
いただいた、

岩槻駅東口のワッ
ツ東館入口付近に
11月7日から15日ま
で設置したことで
協力いただいた大
学等の関係者の目
にも止まることか
ら、さいたま市２
０周年の祝祭感を
共有することが出
来た。

さいた
ま市／
岩槻区
イベン
トレ
ポート
（令和3
年11
月）
(city.sait
ama.jp)

単年度事業 ○ ○

47
岩槻区役
所

高齢介護課
岩槻区地域支え
合い推進員連絡
会

高齢者の生活支
援・介護予防サー
ビスの体制整備の
推進及びその提供
体制の構築に向け
ての諸課題等につ
いて話し合う。

H29
連絡会への大学教員
参加。

専門的な視点（作
業療法学科）から
の助言と、大学教
員が研究している
自立高齢者への介
護予防・健康増進
プログラムを区民
に実施。

- 継続 ○

48
岩槻区役
所

高齢介護課
岩槻区地域包括
支援センター連
絡会

高齢者の総合相談
窓口である地域包
括支援センターの
運営及び地域にお
ける関係機関との
連携体制の構築や
地域資源開発に関
する諸課題等につ
いて話し合う。

H30
連絡会へ大学教員の
委員参加。

連絡会への参加に
より、大学教員と
高齢者福祉事業関
係者や地域コミュ
ニティ団体関係者
との交流及び専門
的な視点（作業療
法学科）からの助
言。

- 継続 ○

49
教育委員
会事務局

指導１課
大学生による学
習支援ボラン
ティア事業

市立小・中・中等
教育・特別支援学
校等に大学生によ
る学習支援ボラン
ティア（アシスタ
ントティー
チャー）を配置
し、児童生徒にき
め細かい個別指
導、支援等を行
う。

H16

アシスタントティー
チャー学生募集の説
明会の実施、ポス
ター、リーフレット
の配付を行った。
また、配置を希望す
る117校に、のべ249
名の学生を配置した
（令和4年2月3日現
在）。

児童生徒へのきめ
細かな個別指導や
支援の充実が図ら
れた。

https://
www.city
.saitama.
jp/003/
002/00
8/005/
p02154
0.html

児童生徒へのきめ細
かな個別指導や、大
学生の教員となるた
めの意欲、資質の向
上のために、アシス
タントティーチャー
の活動について広報
活動を行い、学生を
確保する予定。

○ ○ ○ ○ ○

共栄大
学
文教大
学
東京家
政大学

協定を締結し
ている大学
と、今年度事
業の説明会を
行った大学を
連携先として
いる。新型コ
ロナウィルス
感染拡大防止
により説明会
を中止とした
大学も実績に
含んでいる。
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

50
教育委員
会事務局

特別支援教
育室

さいたま市教育
委員会免許法認
定講習（特別支
援教育）

指導大学は、埼玉
大学である。
特別支援学校教諭
二種免許状の取得
に必要な単位を修
得するために必要
な講座を開設し、
単位の取得機会を
提供するととも
に、特別支援教育
に関する教員の専
門性の向上を図
る。

H29
但し、
H２６
から２
８は、
埼玉大
学とさ
いたま
市教育
委員会
の共催
で実
施。

７８名が受講した。

特別支援教育に係
る教員の専門性の
向上と特別支援学
校教諭二種免許状
の取得の機会を提
供できた。

-
今後も本事業を継続
していく予定。

○ ○ ○

東洋
大
学、
文京
学院
大
学、
川口
短期
大学

51
教育委員
会
事務局

総合教育
相談室

教育支援セン
ター運営事業

市内6か所の教育相
談室に併設されて
いる教育支援セン
ターで学生ボラン
ティアの受け入れ
を行う。また、教
育相談臨床実習生
の受け入れを行
う。

H22

市内6か所の教育相談
室に併設されている
教育支援センターで
の学生ボランティア
の受け入れについて
は、新型コロナウイ
ルスの感染症の影響
から、学生ボラン
ティアの申し込みが
なかった。教員や心
理職を目指す大学生
及び大学院生の教育
相談臨床実習生につ
いては、11名を受け
入れた。

学生ボランティア
が学習支援や体験
活動、コミュニ
ケーション活動を
通して通室生にか
かわることで、安
定した通室や登校
への意欲づけにも
つながる。また、
教員や心理職を目
指す大学院生及び
大学院生を教育相
談臨床実習生とし
て受け入れること
により、臨床経験
を深めることがで
きる。

-

今後も、学生ボラン
ティア及び、教育相
談臨床実習生の受け
入れを引き続き行っ
ていく。

○ ○

東京家
政大
学、駒
沢女子
大学、
国際医
療福祉
大学

52
教育委員
会事務局

高校教育課
スーパーサイエ
ンスハイスクー
ル事業

世界の最先端技術
や研究に触れさ
せ、幅広い進路選
択、高度な科学技
術分野で活躍する
人材育成のため、
大宮北高等学校の
理数科及び普通科
の希望する生徒を
対象にした、大学
の教授による「大
学基礎講座」を実
施する。

H28

埼玉大学、芝浦工業
大学、東洋大学の教
授による「大学基礎
講座」を実施した。
生徒は、様々な分野
の専門家であり、研
究者である大学の先
生から課題研究に必
要な基礎知識や実験
方法についてアドバ
イスを受けることが
できた。

生徒の更なる最先
端科学への関心、
意欲の向上及び英
語のプレゼンテー
ション能力の向上
が図ることができ
ている。また、学
んだ内容を基に地
域の小中学生への
アウトリーチ活動
を実践したこと
で、小中高大をつ
なぐ理数教育の拠
点校として役割を
果たすことができ
ている。

-
今後も本事業を継続
していく予定。

○ ○ ○

横浜市
立大
学、早
稲田大
学、東
洋大
学、東
京農工
大学、
日本薬
科大学
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

53
教育委員
会事務局

高校教育課

東京学芸大学と
さいたま市教育
委員会との連携
協力

・東京学芸大学
は、国際バカロレ
ア（ＩＢ）教員養
成特別プロブラム
を受講する大学院
生をさいたま市立
大宮国際中等教育
学校へ研修派遣す
る。
・東京学芸大学
は、さいたま市立
大宮国際中等教育
学校の教職員のＩ
Ｂ教育に関する研
修等に協力をす
る。
・さいたま市立大
宮国際中等教育学
校のＩＢ教員とし
て、研修生が採用
される制度を相互
の連携により検討
する。

R1

全国のＩＢ校等から
集った東京学芸大学
教職大学院生の実習
を、大宮国際中等教
育学校で受け入れ
た。

東京学芸大学はも
とより、全国のＩ
Ｂ校等との連携が
深まる。

-

東京学芸大学教職大
学校の実習校として
実績を積むととも
に、大宮国際中等教
育学校の教員を東京
学芸大学教職大学院
へ派遣し研修を受け
させる。

○
東京学
芸大学

54
教育委員
会事務局

高校教育課
学校フィール
ド・スタディ

埼玉大学教育学部
の学生による、学
校現場における見
学及び補助を受け
入れる。（受け入
れが可能な市立高
等学校）

H21
２名の学生を受け入
れた。

教員を目指す学生
が、学校現場にお
ける実際の活動に
ついて理解を深
め、教員として働
くために必要な資
質・能力を養うこ
とができた。

-
継続して実施する予
定。

○

所管は指導1
課であり、高
校の希望者が
あった場合の
み受け入れて
いる。

55
教育委員
会事務局

高校教育課
指導1課
スポーツ政
策室

スポーツを科学
する生徒の育成
事業

さいたま市の運動
部活動やスポーツ
を題材とした授業
において、ＤＸの
視点から生徒が主
体的に考え取り組
む「スマート部活
動」を推進すると
ともに、スポーツ
を探究的に学び、
実社会で新しい価
値を生み出す力を
育成し、さいたま
STEAMS教育へ活用
する。

R2

スポーツにＤＸを活
用した取組を実施し
た児童生徒のコンピ
テンシーの分析をも
とに、スポーツや運
動部活動の新たな指
導法についての指
導・助言を受けた。

産学官連携によ
り、専門的な知見
を活かし、中長期
的に蓄積された
データを適切に利
活用しながら、本
市の児童生徒の実
態に即した指導法
モデルを適切に作
成することができ
る。

-

実証実験を継続しな
がら新たな指導方法
を確立し、スマート
部活動さいたまモデ
ルを作成する。ま
た、「STEAMS
TlME」の授業モデル
を作成し、さいたま
STEAMS教育との連携
を図る。

○

早稲田
大学、
筑波大
学
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

56
教育委員
会事務局

健康教育課
学校フィール
ド・スタディ

埼玉大学教育学部
養護教諭養成課程
の学生による、学
校現場における健
康診断や日常の養
護実践、学校保健
委員会等の保健組
織活動についての
見学及び補助を受
け入れる。（受け
入れが可能な中央
区の小・中学校）

H21

中央区・桜区の小学
校５校、中学校２校
において、７名の学
生を受け入れた。

養護教諭を目指す
学生が、学校現場
における健康診断
や日常の養護実
践、学校保健委員
会等の保健組織活
動について理解を
深め、将来に向け
た養護教諭として
の実践力を養うこ
とができた。

-
継続して実施する予
定。

○

57
教育委員
会事務局

教育研究所
研修事業
・教職員研修

「『未来を拓くさ
いたま教育』を支
える教職員研修の
充実」を基本方針
に、「さいたま市
教員等資質向上指
標」を踏まえ、教
職員のキャリア
アップに資する研
修会の一層の充実
に努める。

H14

前橋工科大学をはじ
めとする大学の教員
７名を研修会の講師
として招聘した。

大学教授等による
最新の理論や指導
方法等を提供する
ことで、受講者の
指導力の向上に役
立てることができ
た。

http://w
ww.saita
ma-
city.ed.jp
/01kens
yu/020i
chiran.ht
ml

継続して実施する予
定。

○ ○

科大
学、東
京成徳
大学、
上野学
園大
学、東
京造形
大学、
共栄大
学、埼
玉大学
教職大
学院

集合研修だけ
でなく、動画
研修（２講
座）も行っ
た。

58
教育委員
会事務局

教育研究所
研修事業
・「教師力」パ
ワーアップ講座

平日の夜間に開催
する教員の自主
的・自発的な研修
会。若手教員や教
職を目指す学生を
はじめとする市内
の教職員などを対
象に、「教師力」
のさらなる向上、
とりわけ授業力の
向上を図る。

H17

・講座の予定一覧を
あすなろメールを使
い、登録者に送付
し、周知した。
・東京学芸大学の教
授を講師として招聘
した講座を１講座
行った。

令和４年１月１７
日時点で延べ、228
名の学生の参加が
あった。
現職教員との関わ
り合いの中で、自
身の教育観を磨い
ていた。

http://w
ww.saita
ma-
city.ed.jp
/90pow
er/050p
ower.htm
l

継続して実施する予
定。

○ ○ ○ ○ ○ ○

文教大
学、共
栄大
学、十
文字学
園女子
大学、
千葉大
学、宇
都宮大
学、東
京学芸
大学、

新型コロナウ
イルス感染症
の状況に合わ
せて、令和3
年10月15日
～令和4年１
月17日の期間
のみ開催し
た。2月1４日
以降再開する
か検討中であ
る。

59
教育委員
会事務局

教育研究所
研修事業
・さいたま市教
師塾「夢」講座

「さいたま市が求
める教師像」に示
されている資質を
確実に身に付け、
教職への意欲と使
命感に燃えるさい
たま市の教員を大
学生期から養成す
る。

H30
受講生募集のリーフ
レットの配布等を
行った。

令和３年度の
「夢」講座受講生
は、７０名となっ
た。さいたま市の
教育についての理
解を深め、さいた
ま市の教員になる
ことの意欲をさら
に高めることがで
きた。

http://w
ww.saita
ma-
city.ed.jp
/01kens
yu/080a
sunaro.ht
ml#yume
kouza

継続して実施する予
定。

○ ○ ○ ○ ○

文教大
学、共
栄大
学、十
文字学
園女子
大学、
宇都宮
大学、
東京学
芸大
学、筑
波大
学、他

説明会は埼玉
大学で行っ
た。近隣の大
学にはリーフ
レットの配布
のみ行った。
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

60
教育委員
会事務局

舘岩少年自
然の家

「自然に学ぶ夏
の学校」むし・
ほし・いしOnline

中学校２年生を対
象に「むし（昆虫
採集）」「ほし
（星空観察）」
「いし（鉱物観
察）」を中心とし
た自然体験活動を
通して、五感を働
かせて楽しく学ぶ
ことを目的とす
る。スローガンは
「未来の科学者を
目指そう」

H28

令和２年度に引き続
き、OnlineやVODを活
用し、大学の講義
室、現地配信、現地
映像で擬似自然体験
活動を行い、開催で
きた。

最先端の研究を行
う、大学教授、准
教授、講師、大学
生が自然体験活動
を実施することで
その専門性が高ま
り、生徒が貴重な
経験をすることが
できる。

開催３
週間前
から開
催後１
週間の
限定的
なHPを
作成

引き続き、大学との
連携を図っていく。
実施の方法について
は要検討していく。

○ 東京大学

61
教育委員
会事務局

生涯学習振
興課

チャレンジス
クール推進事業

土曜日や放課後等
に学校の教室等を
活用して、より多
くのより幅広い層
の地域住民、団体
等の参画を得て、
地域と学校が連
携・協働して、子
どもたちの自主的
な学習やスポー
ツ、文化活動、地
域住民との交流活
動等の多様な活動
を実施する。

H19

大学へボランティア
募集のチラシを配布
し、事業の周知及び
学生へのボランティ
ア募集を実施した。

大学生ボランティ
アの参加により、
活動の充実につな
がっている。

https://
www.city
.saitama.
jp/003/
002/00
5/p008
423.html

引き続き、学生に協
力を依頼する予定。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共栄大
学
文教大
学

浦和大学は教
育インターン
シップとし
て、大学１年
生が市立小学
校４校のチャ
レンジスクー
ルに参加して
いる。

62
教育委員
会事務局

生涯学習振
興課

大学公開講座

市内の大学におい
て、一般市民を対
象とした公開講座
を開催する。

H13

埼玉大学、聖学院大
学、目白大学におい
て公開講座を実施。
（新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観
点から、国際学院埼
玉短期大学、浦和大
学については中止）

生涯学習における
市民の多様化・高
度化するニーズに
対応するものと
なっている。

https://
www.city
.saitama.
jp/003/
003/00
2/p065
926.html

継続して実施する予
定。

○ ○ ○

63
教育委員
会事務局

文化財保護
課

国指定史跡「見
沼通船堀」鈴木
家住宅調査・指
導

国指定史跡「見沼
通船堀」鈴木家住
宅の建造物群の基
礎情報を把握する
ため、学識経験者
から必要な指導・
助言を得る。

R2

国指定史跡「見沼通
船堀」鈴木家住宅母
屋の調査等を行い、
指導・助言を得た。

指導・助言をもと
に、鈴木家住宅の
今後の適切な保存
活用のあり方を検
討する基礎資料を
作成することがで
きた。

-
継続して実施する予
定。

○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

64
教育委員
会事務局

文化財保護
課

「田島ケ原サク
ラソウ自生地」
植生管理指導

国指定特別天然記
念物「田島ケ原サ
クラソウ自生地」
の植生を適切に管
理するため、学識
経験者から必要な
指導・助言を得
る。

H27

田島ケ原サクラソウ
自生地の植生管理状
況を把握するための
現地調査等を行い、
指導・助言を得た。

指導・助言をもと
に、今後の適切な
植生管理方法を検
討することができ
た。

-
継続して実施する予
定。

○

65
教育委員
会事務局

文化財保護
課

ボランティア団
体「田島ケ原サ
クラソウ自生地
を守る会」研修
会

国指定特別天然記
念物「田島ケ原サ
クラソウ自生地」
の普及啓発活動を
行っているボラン
ティアの研鑚のた
め、講師を招き、
研修会を開催す
る。

H27

田島ケ原サクラソウ
自生地の植生をテー
マに、研修会を３月
に開催する予定。

研修で得た知識を
自生地の普及啓発
活動に活かし、活
動の一層の充実を
図ることができ
る。

-
継続して実施する予
定。

○

66
教育委員
会事務局

文化財保護
課

「田島ケ原サク
ラソウ自生地」
自然科学分析指
導

国指定特別天然記
念物「田島ケ原サ
クラソウ自生地」
のサクラソウ減少
対策を講じるため
に、減少原因を把
握することを目的
とする調査におい
て、学識経験者か
ら必要な指導・助
言を得る。

R1

田島ケ原サクラソウ
自生地の土壌分析等
について、指導・助
言を得た。

指導・助言をもと
に、分析内容、手
法、分析結果等の
検討することがで
きた。

-
継続して実施する予
定。

○

67
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

若田名誉館長杯
ロボット大会

2人1組でチームを
組み、キットをも
とに製作したロ
ボットで競技会を
行う。

H24

大会のスタッフとし
て、運営・審査に携
わった（准教授２
名・学生５名）。

専門的な立場から
ロボットの審査や
大会の講評を通し
て、参加者のロ
ボット製作や競技
への意欲を高め
る。

-
継続して実施する予
定。

○

68
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士
アカデミース
ペースコース

「宇宙飛行士をめ
ざして～若田宇宙
飛行士に続け～」
をテーマに、全5回
の講義や体験、グ
ループによる提案
や発表を通して、
楽しみながら宇宙
に関する科学的な
知識や協調性を身
に付ける。

H30
第3回の講師として運
営に携わった（名誉
教授１名）。

専門性の高いハイ
ブリッド・ロケッ
トづくりや発射体
験等を通して、受
講者の宇宙開発に
対する興味・関心
が高まった。

-
継続して実施する予
定。

○
埼玉工
業大学

17/20



市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

69
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士
アカデミーロ
ボットコース
コラボ・ロボッ
ト教室
「レゴブロック
を使って宇宙エ
レベーターロ
ボットを作ろ
う」

レゴロボットを使
い、布を天井まで
上っていくロボッ
トの製作とミニ競
技会を行う。

H23
講師として運営に携
わった（准教授1
名）。

宇宙開発について
専門的な講義もあ
り、参加者のロ
ボット製作への意
欲や、宇宙への興
味・関心を高める
ことができた。

-
継続して実施する予
定。

○

70
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

若田宇宙飛行士
アカデミーロ
ボットコース
コラボ・ロボッ
ト教室
「スカベン
ジャーロボット
を作ろう」

キットを使ったス
カベンジャーロ
ボットの製作と操
作体験を行う。

H24
講師として運営に携
わった（准教授1名、
学生３名）。

ロボットの製作を
通して、参加者に
ロボットが動く仕
組みを理解させる
とともに、ものづ
くりに対する興
味・関心をはぐく
むことができた。

-
継続して実施する予
定。

○

71
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

プログラミング
教室
「メリンちゃん
を動かそう」

プログラミングロ
ボットを活用し
て、プログラミン
グの基礎を学ぶ。

R3
講師として運営に携
わった（准教授1
名）。

体験を通して、プ
ログラミングの仕
組みを学ぶことが
でき、プログラミ
ングに対する理解
を深めることがで
きた。

-
継続して実施する予
定。

○

72
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

埼玉大学地学実
験

埼玉大学の地学実
験の一環として実
施。科学館の施設
見学やプラネタリ
ウム学習、観望会
などを行う。

H22
講師として運営に携
わった（准教授1名、
学生40名程度）。

プラネタリウムで
四季の星座を星座
早見と見比べなが
ら学習したり、屋
上で実際に天体を
観測したりするこ
とで、学生の天文
分野における理解
を深めることがで
きた。

-
継続して実施する予
定。

○

73
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

高校生ロケット
教室

３人1チームによ
る、モデルロケッ
トの作成、打ち上
げを行い、目標着
地点に最も近い
チームを競う。1日
を通して、ロケッ
トの仕組み、製
作、試射、記録会
までを行う。

R1
講師として運営に携
わった（学生２
名）。

専門家の指導のも
と、製作したロ
ケットを実際に打
ち上げる体験等を
通して、生徒にも
のづくりの楽し
さ、自分たちが
作ったものがしっ
かり機能したとき
の喜びを味わわせ
ることができた。

-
継続して実施する予
定。

○
千葉工
業大学

18/20



市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

74
教育委員
会事務局

青少年宇宙
科学館

「宇宙のまち
さいたま」
フォーラム

ばねを利用した
「ミニカー」を製
作するワーク
ショップの開催

R2
講師として運営に携
わった（教授1名、学
生2名）

身近にあるばねを
利用した「ミニ
カー」の製作を通
して、来館者が夢
中で取り組む姿
や、親子で仕組み
を考え会話しなが
ら製作している姿
が見られ、宇宙か
科学技術に対する
興味関心が高まっ
た。

-
継続して実施する予
定。

○
ものつ
くり大
学

75
教育委員
会事務局

うらわ美術
館

創作コーナーボ
ランティア

夏の企画展の関連
事業として行って
いる自由工作室
「創作コーナー」
における制作補助
等のボランティア
活動。

H28

新型コロナ感染拡大
に伴い、創作コー
ナーを人数・時間等
を制限した中ででき
る内容としたため、
ボランティアの募集
は実施せず。

新型コロナ感染拡
大に伴い、創作
コーナーを人数・
時間等を制限した
中でできる内容と
したため、ボラン
ティアの募集は実
施せず。

https://
www.city
.saitama.
jp/urawa
-art-
museum
/educati
onal/

継続して実施する予
定。

○

76
教育委員
会事務局

生涯学習総
合センター

さいたま市民大
学事業

市民の方々の高度
で専門的かつ多様
な学習要求に応え
るとともに、自発
的な学習活動を促
し、豊かな生涯学
習社会を築くこと
を目的として、さ
いたま市民大学を
開設する。

H14

市民大学を効果的に
運営するための委員
会において、将来構
想に関することや、
各講座の企画及び運
営に関することにつ
いて、協議いただい
た。
また、さいたま市民
大学各コースについ
て、講師に大学教
授、准教授等を招き
講演を行った。

市民の方々の高度
で専門的な学習要
求に応じることが
できた。

https://
www.city
.saitama.
jp/006/
008/00
2/012/
004/01
7/p066
394.html

継続して実施する予
定

○ ○

77
教育委員
会事務局

資料サービ
ス課

インターンシッ
プ

大学において図書
館司書課程を履修
中の学生に対し、
図書館業務の実習
を行う。

旧市の
時から
継続し
て受け
入れ

期間：８月16日
（月）～８月27日
（金）
人数：４名

図書館の運営や公
共サービスについ
ての理解を深めて
もらえた。

-
引き続き要望があれ
ば受け入れ対応をす
る。

○

白百合
女子大
学
立教大
学
筑波大
学

78
教育委員
会事務局

資料サービ
ス課

資料の相互利用

「埼玉大学図書館
及び埼玉県立大学
情報センターと埼
玉県内市町村立図
書館等との資料相
互貸借に関する協
定」に基づく資料
の相互利用。

旧市の
時から
継続

借用１７５点
貸出　３８点

図書館の所蔵資料
は館種によって異
なるため、市図書
館の利用者には大
学の高度で専門的
な資料を提供でき
るとともに、大学
図書館利用者にも
幅広い資料の提供
が可能になる。

-
市民の研究や学習に
資するため、さらに
連携を深めていく。

○ ○
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市と大学との連携事業(令和３年度）

No 局区等 課等 事業名 事業内容
連携開
始時期

令和３年度実績 連携の効果 関連HP 今後の方向性 埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

日本赤
十字看
護大学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名 備考

79
教育委員
会事務局

桜図書館
埼玉大学生によ
る「食育おはな
し会」

絵本の読み聞かせ
や紹介を交えなが
ら、埼玉大学生が
食べものや食べる
ことについて解説
する。

H27
8月23日に「野菜」を
テーマに実施した。

大学の専門性を生
かしたおはなし会
が実施できた。

-
継続して実施する予
定

○

80
教育委員
会事務局

管理課
（大宮図書
館）

インターンシッ
プ

大学において図書
館司書課程を履修
中の学生に対し、
図書館業務の実習
を行う。

R1

実践女子大学
期間：8月2日（月）
～8月16日（月）
人数：1名

図書館の運営や公
共サービスについ
ての理解を深めて
もらえた。

-
令和4年度以降の受け
入れについては未
定。

○
実践女
子大学
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